
フレスタの地域との取り組み

㈱フレスタホールディングス 渡辺裕治



明治２０年

創業
（菓子・煙草小売店）

昭和22年

宗兼商店
（菓子・果物小売店）

昭和26年

宗兼商店
（有）山城屋

昭和35年

宗兼商店
（株）主婦の店

昭和46年

ムネカネ
ブルーバードスーパーチェーンへ

昭和51年（第１回ＣＩ導入）

リンゴのマークのムネカネ
横川店を現在地に増床移転

平成3年（第2回ＣＩ導入）

ＦＲＥＳＴＡ
おいしい顔のフレスタへ。本社を横川店へ移転。
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フレスタの歴史

事業 ：小売業
（スーパーマーケット）
資本金 ：3,000万円
従業員数：5,211名
店舗数 ：64店舗
（広島・岡山・山口）

令和2年（70周年PJ・CI見直し）

ＦＲＥＳＴＡ
新ビジョンの策定、具体的部門の行動規範の見直し。

（㈱フレスタ創業140周年から次世代へ）

ＦＲＥＳＴＡ ＨＯＬＤＩＮＧＳ ＧＲＯＵＰ



SDGsプロジェクトからSDGs推進組織へ

2022年3月、環境課題、地域課題が顕在化する中、フレスタグループとしての課題と
SDGsを考え方の軸とした企業活動の方針を策定するためのプロジェクトを発足。

・全社課題の共有

・各部署取組の情報把握

・今後のSDGs推進の方向性策定

を目的に、部門を超えて

2022年9月、フレスタホールディングスグループ管理本部内に「SDGs推進室」を立ち上げ。

20年後の会社・従業員に向けたトップメッセージ作成
「20年後のあなたへ」 動画をご覧ください。（5分程度） 3

file://ad01.fresta.co.jp/fsroot/Public/Z0000000_全社共有/SDGs推進室-全社共有/SDGs方針動画・資料


アシタの食を守り、食でミライを創る

アシタ、ミライにスマイルアシタ、ミライにスマイル

１．環境に配慮した店づくりで、アシタの食を守ります。

２．健康的な食生活の提案で、明るいミライに貢献します。

３．地域に根ざし、地域と共に、笑顔溢れる街にします。

フレスタのSDGs方針・重点テーマ
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SDGs方針・推進最重点項目

方針 SDGs重点項目 取り組み重点テーマ 実施内容

１．環境に配慮した
店づくりで、アシタ
の食を守ります

●食品廃棄物の発生抑制(12.3) ・商品の積極的販売(キャンペーン実施)
・廃棄食品の再利用検討

●3Rの推進(12.5) ・リサイクルステーションの拡充 ・Loop導入
・リサイクル促進

●配送・店舗運営エネルギー削減(7.2/13.2) ・モーダルシフト推進・店舗運営基準書導入、実施

●地産地消、地場産地活用(12.3/14/15) ・地場商品のシェア拡大・販促強化

●環境配慮商品の拡充・認知拡大(14/15) ・CGC、Bimiを中心とした環境配慮商品の社内勉強
会実施 ・販促強化

２．健康的な食生活
の提案で、明るいミ
ライに貢献します

●食育支援・推進(2.1) ・セミナー、イベントの実施(各店、全体)

●健康提案の具現化(3.4) ・セミナー、イベントの実施(各店、全体)

●健康配慮商品の拡充・認知拡大(3.4) ・CGC、Bimiを中心とした健康配慮商品の社内勉強
会実施 ・販促強化

●従業員の健康サポート・教育(3.4/4.3) ・既存のサポートに加え、自身の健康につながる研修、
学びの提供

３．地域に根差し、
地域とともに笑顔あ
ふれる街にします。

●フードバンクの実施(1.2/1.3) ・子ども食堂支援拡大、フードドライブ実施開始

●地域の防災支援(11.5)
●地域団体支援

・防災セミナー、イベントの実施(各店、全体)
・地域行事への積極的な参加、受け入れ

●官民学連携強化による地域支援(11.a/4.3) ・行政協力 ・見学や研修の積極受け入れ

アシタの食を守り、食でミライを創る 「ココロ、カラダにスマイル」から「アシタ、ミライにスマイル」へ

中期目標（2025年)）
地域内で最もSDGs達成に貢献している企業として社内外から認識されること（CS/ES調査・格付け評価） 5



これからの企業と地域の在り方

CSR
（環境・健康）

地域

企業 従業員

・コミュニティの場
・防災拠点
・インフラ

・交流の場
・学習の場

SDGs
（ボランティ
ア・支援）

・エンゲージメント
・働きやすさ

・働きがい
・自己有能感
・ロイヤリティ

コミュニケーションと公
助の意識醸成

人財確保と企業ブランド
向上

企業や市民からの支援

企業も従業員も「地域」に生かされているため、お互いのメリットを認識しながら、共生してい
くことが重要だと考えます。企業の従業員は地域の一員として地域に貢献し、共生の機会が作れ
ることで、キャリアアップが見込めると考えています。 6



入社

作業の経験を積む
（ジョブローテーション）

職種の経験を積む
（ジョブ・エンラージメント）

社会経験（産育休・休職・地域活動）を積む
（ジョブ・リデザイン）

マネジメントの経験を積む
（ジョブ・エンリッチメント）

働く目的を達成する
（スペシャリスト・ゼネラリスト）

獲得したスキルを伝承する
（ナレッジマネジメント）
社会貢献（誰かの役に立つ）

螺旋型キャリアアップ

1人暮らしス
タート

結婚・異動

出産・育児・地域
活動

地域関与・他社比較

昇進・子育て
職務
スキル

育児
介護
家庭

地域活動

他組織で
の活動

本人の能力は職務だけでつくものではない！
7



「働きがいを持たせる」＆「働きやすさを向上させる」

習慣を創ること

①産休取得者の増加
・2020年～22年での
産休取得者49名復帰者48名（復帰率約97％）

・社内情報の提供（社内報配布や電話連絡）
②女性管理者の増加
現在15名のマネージャーと管理監督者5名を登用

③女性が活躍出来る職域の拡大
水産・青果部門への女性登用

④正社員女性比率の向上
15年前は8％程度⇒2022年10月現在28％

⑤有給休暇取得促進
・管理職から取得させ、その状況をイントラで開示
（年間4931日の有給休暇取得増分）

⑥残業しないことを評価する仕組み
・残業が少ない社員に最大20万円のインセンティブ

負担を軽減すること

①産休復帰者へのアフターケア
・人事配置の配慮（3年間地域限定）
・短時間勤務の推奨（6時間勤務）
・人件費配賦の軽減（本部付とする）
・地域限定制度の緩和
（店舗選択制度・交通機関の配慮）

②ハラスメント研修の実施
・男女とも働きやすい職場へ

③本部のPCをＰＭ6：05で自動ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ
・家庭との両立促進へ

④キャリア面談の実施（正社員全員の人事面接）
・自己決定で働く意識の醸成

⑤現場の作業をグループシナジーで削減する
・グループ会社を使い現場の手数を増やす

⑥婦人科検診を前倒しで実施

＋頑張れる基礎になるモチベーションを醸成する 8
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社内ボランティア体制



障がい者雇用の社外教育
特別支援学校との連携

業務上必要なスキルを企業から先生や生徒にレクチャーし、理解していただく。
また、接客の定義をはっきりすることでハードルを取り除く。
例：「わからないので、わかる人を呼んできます」が言えれば、接客として完結できる。
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2022年現在で約
170名の方の働いて
いただいています。



コミュニティとしてのスーパーの貢献
～福山市医師会様との協業～

多くのお客様に興味を持って
いただき、予想を上回る来場
となりました。
検診も身近に感じることがで
きれば受診していただくチャ
ンスが増えそうです。

11



地域の中での企業活動
新型コロナ集団接種会場 地域清掃活動

地域との防災訓練実施
ローリングストック
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地域の皆さまとの取り組み例（こども食堂支援）

フレスタのフードバンクは、店舗で発

生する規格外商品や賞味期限間

近な商品を、受取先団体様に直

接店舗まで定期的に取りに来てい

ただく方式を採用しています。現在

約14団体様に食材提供をさせてい

ただいています。
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美鈴が丘地区民児協様とのこども食堂



地域の皆さまとの取り組み例（地域活性化）

横川の一大イベント「ゾンビ
ナイト」フレスタは、カジル横
川特設ステージでイベント
を盛り上げました。

山本地区で行われた
TOMOSフェス、地元の各
地域団体、多くの企業が
協力したお祭りに企画段
階から参画させていただき
ました。

2020年に緑井に本社を
移転してから毎年、社内有
志で清掃活動を実施して
います。
また、町内会との連携を行
い、飲料の提供や清掃報
告を実施しています。

広島経済大学の広島PR
授業に参加。企業の魅力
を学生さん目線でPRしても
らいます。
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地域の皆さまとの取り組み例（災害支援）

近年、頻発し激甚化する自然災害への対応

は、地域課題の解決の面からも、経営の存続

の視点からも非常に重要な課題です。

フレスタホールディングスは、広島県・広島市・

三原市と災害協定を結び、暮らしの安全、安

心につながる取り組みを実施していきます。
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美鈴が丘地区自主防災連合会との防災協

定の締結をはじめ、地域の福祉協議会様との

防災協定も地域毎に締結しております。



ご清聴ありがとうございました。


